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2019年5月には新天皇が即位され，新たな元

号になります。

わが国は，徳川幕府が政権を握っていた江戸

時代から，大政奉還により明治時代に移行し，

文明開化の旗印の下，近代日本の歴史が始まり

ました。明治，大正，昭和の前半までは，富国強

兵政策で，戦争と工業技術の進歩により，欧米

の国々に追いつくことを目指しました。しかし，

先の第2次世界大戦で焼け野原になった日本

は，戦争放棄を宣言し，高度経済成長時代と言

われる急激な経済発展を果たし，GDP世界第2

位の経済強国に発展しました。株価は高騰し，

バブル時代の絶頂期には，東京23区を売ればア

メリカ全土が買えるなどと言った，あり得ない

話がまことしやかに語られていました。この右

肩上がりの成長の終焉であるバブルの崩壊が，

いみじくも昭和から平成への移行期と重なって

います。平成を振り返ると，バブルの崩壊から

始まり，デフレ経済が長く続き，GDPは中国に

抜かれ，国際的にも日本の大企業の企業価値が

急落しました。

と同時に，長寿化により表面化してこなかっ

た人口問題も，長きにわたる出生率の低迷から

いよいよ本格的な人口減少時代に突入しまし

た。

一方，昭和の後半から始まったIT革命の進歩

はすさまじく，インターネットとスマートフォ

ンなどのツールにより，世界中の情報を一瞬で

手に入れられる時代となりました。その反面，

プライバシーや倫理問題，サイバーテロなど，

それらの副作用が大きな社会問題となっていま

す。

新しい時代を迎え，これらの技術の進歩やグ

ローバル化の流れなど，社会は益々早く変化し

て行くでしょう。医療においても，AI診断や，

遠隔医療，ロボット治療などが急激に進むと思

われます。そのような時代の中で，私たち医療

者は，自分たちの役割や価値観を原点に戻って

見つめ直すべき時がめぐってきたと考えるべき

です。

各国の信用を基本とした貨幣経済の時代も終

わろうとしている現在，国を超えた新しい経済

の仕組みが始まっています。しかし，どんなに

時代が変わろうと，亀田メディカルセンターに

とって「我々は，全ての人々の幸福に貢献する

ために愛の心をもって常に最高水準の医療を

提供し続ける」という使命は重要であり，職員

がその目標や価値観を共有することが，組織に

とっても，職員一人一人の幸せにとっても最も

重要だと思います。

戦後，父である俊孝と共に，亀田メディカル

センターの基礎を築いてきた母の言葉の中で，

幼い頃から私の信条を形成してきた言葉があり

ます。一つは「喜ばれる喜び，感謝される感謝」。

二つ目は「無形の財産が有形の財産を生む」と

いう言葉です。この二つの言葉は，国を超え，

人種を超え，宗教を超え，時代をも超えて，全て

の人が共有している真理であり，個人の幸せと

時代の変化に左右されない明るい社会の実現に

とっての非常に重要な考え方だと思います。

時代の流れの中で

亀田クリニック院長　亀田省吾
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鴨川市を「日本一子育てしやすい町」と
するため，2016年に亀田グループと鴨川市
が連携して開設にこぎつけた幼保連携型
認定こども園『OURS（あわーず）』。今春3
年目にしてついに利用希望者が想定を超
えることが予測されたため，急きょ社会福
祉法人太陽会（亀田信介理事長，以下太陽
会)と医療法人鉄蕉会（亀田隆明理事長，
以下鉄蕉会)で企業主導型保育所『OURS 

baby（あわーず ベビー）』を立ち上げまし
た。その『OURS baby』が入る建物が，今
回紹介する「Sun OURS（サン あわーず）」。
2018年12月1日に関係者を招き竣工式
と内覧会を執り行ったばかりです。

最近駐車場の西側にちょっと変わった
建物ができたなあと，気になっていた方も
多いはずです。建物内がどんな風になって
いるのか，早速ご紹介しましょう。
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　建物の入り口をしばらく観察してい
ると，何やら老若男女さまざまな人々
が出入りしていることに気がつきま
す。そうです。ここは通所リハビリテー
ション事業と企業主導型保育事業が
テナントとして入っている複合施設な
のです。
＜建物概要＞
住　所：�〒296-0041
　　　　鴨川市東町601番地1
鉄筋コンクリート造，3階建て。建築面
積701.97㎡，延べ床面積1,696.31㎡
　1階：�短時間通所リハビリテーショ

ン『Sun Daycare（サン デイ
ケア）』

　2階：�企業主導型保育所『OURS 
baby（あわーず ベビー）』

　3階：�社会福祉法人太陽会事務所
　1階は，太陽会の介護老人保健施
設「たいよう(神定浩明施設長)」が
1995年から行っている通所リハビ
リテーション事業のうち，近年利用
者が増加している短時間の通所リハ
ビリテーションに特化したスペース
として増築。亀田グループならでは
の専門性の高いサービスを提供する
短時間通所リハビリテーション『Sun 
Daycare』があります。
　2階は，太陽会と鉄蕉会が共同設
置・共同利用する企業主導型保育事
業『OURS baby（あわーず ベビー）』
が新設されました。太陽会が手掛け
る子育て支援事業としては，2016年
4月に開園した幼保連携型認定こど
も園「OURS（あわーず）」（米倉和昭
園長，鴨川市広場，定員391名）があ

りますが，利用希望者が想定を越え，
これまで保育教諭を増員するなど対
応してきましたが，開園からわずか2
年で特に0歳から2歳児クラスは利
用枠がいっぱいとなってしまいまし
た。このままでは子育て世代が仕事
を続けながら，安心して子育てできる
環境が確保できなくなるため，急きょ
企業主導型保育事業を立ち上げ，亀
田グループで働くスタッフのお子さん
を対象に，0歳から2歳児の受け入れ
を行うことになりました。
　主に乳児を対象にした365日稼
働の一時預かり事業（定員8名）も，
2019年の1月からスタートしています。
　3階は，鴨川市内ばかりか館山市な
ど南房総広域に事業所が点在する太
陽会の，医療・福祉・子育て部門の本
部機能が集約されました。
　では各フロアをのぞいてみましょう。

　１階には，比較的軽度の介護認定
者向けに開設された短時間通所リハ
ビリテーション『Sun Daycare（サン 
デイケア）』があります。ここではご
利用者の自立支援をテーマに，短時
間に特化した専門的な通所リハビリ
テーションサービスを提供していま
す。

　亀田グループの提案する自立支援
は，単にADL(Activities of Daily 
Living)の自立を支援することではな
く，「自分らしく生きることを支えるこ
と」としています。
　『Sun Daycare（サン デイケア）』の
責任者である大嶋幸一郎理学療法士
は，「“Dream and 
Do” (夢見ること
はできること)を
リハビリコンセプ
トに掲げ，ご利用
者さまの意欲と夢
（目標）を引き出し，そのニーズをチー
ムで共有し，エビデンス(科学的根拠)
に基づいたアプローチで，自分らしく
生きることを提案しています」とのこ
と。
　ご本人が望むことであれば，スタッ
フが一緒に考え，どんな小さなことで
も，その目標に向けたサポートを行え
るようかなり本格的なリハビリテー
ション専門施設となっています。

　短時間通所リハビリテーションと
は，症状が安定した介護保険をお持
ちの方に病院や介護老人保健施設な
どで必要なリハビリを提供するサー
ビスです。
　介護老人保健施設たいようの通所
リハビリテーション「デイケア」は，要
支援1～2，もしくは要介護1～5と

｢Sun OURS｣の
ひ ･ み ･ つ

コンセプトは
“Dream and Do”

短時間通所リハビリテー
ション『Sun Daycare』1F

医療保険から介護
保険への円滑な

移行のため
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認定され，在宅生活をされているリハ
ビリの必要なご利用者に積極的なア
プローチを行っています。健康チェッ
クをはじめ，食事や入浴，専用車での
送迎（主な地域は鴨川市内）を行って
います。
　大嶋さんによると，「デイケアのご
利用者の中には，利用時間が長いた
め，もっと短い時間でトレーニングを
受けたいという方もいらっしゃいま
す。そういう点でサンデイケアは自主
性の高いご利用者が多いように思い
ます」とのこと。医療保険によるリハ
ビリが終わり，自宅に帰っていたけれ
ども，もっと良くなりたいという気持
ちが強く，介護保険のケアマネジャー
さんからの紹介で通ってくる方が多い
こともうなずけます。
 ＜サン デイケアの特徴＞
・�滞在時間は90分と150分の2コー
スがあります。
・�理学療法士，作業療法士による個
別リハビリや，ご利用者が考える目
標・目的に合わせた自主トレーニン
グメニューを提案します。
・�病院やアスレチックジムと同等のリ
ハビリ施設とシステムをご利用にな
れます。
・�短時間から長時間への移行も可能
です。

＜こんな方にオススメ＞
・�入浴，食事，レクリエーションなどの
サービスはいらないので，リハビリ
に集中したい。
・�通常のデイケアでは滞在時間が長
くて疲れてしまう。
・�病院の外来リハビリの期限が終了し
てしまったけれど，もっとリハビリ
を継続したい。

＜ご利用いただける方＞
・�介護保険での利用となります。

・�65歳以上の方で，介護保険の要介
護・要支援の認定を受けた方
・�40歳以上の方で，介護保険法で定
める特定疾病と診断され，要介護・
要支援の認定を受けた方
・�退院し自宅へ戻ったが，「リハビリが
必要だな」と感じている方

◆ Sunrise（サンライズコース）
　 9：00～10：30（90分） 
要支援1：1,712円 / 月
要支援2：3,615円 / 月
要介護
区分

要介護
1

要介護
2

要介護
3

要介護
4

要介護
5

利用料
金/回 323円 354円 382円 411円 441円

◆ Sunshine（サンシャインコース）
　 10：45～12：15（90分） 
要支援1：1,712円 / 月
要支援2：3,615円 / 月
要介護
区分

要介護
1

要介護
2

要介護
3

要介護
4

要介護
5

利用料
金/回 323円 354円 382円 411円 441円

◆ Sunset（サンセットコース）
　 13：30～16：00（150分） 
要支援1：1,712円 / 月
要支援2：3,615円 / 月
要介護
区分

要介護
1

要介護
2

要介護
3

要介護
4

要介護
5

利用料
金/回 337円 392円 448円 502円 558円

注1）�2018年度介護報酬（自己負担1割）の
基本料金となります。

注2）�リハビリ加算料金は，ご利用者さまの
状態に応じて加算されます。

※�実質 200円 / 回を飲料費として算定して
います。
注3）送迎料金が含まれます。

＜送迎エリア＞
※�当施設より送迎車両で往復1時間程度の
範囲を送迎対象としています。
　東方面：天津小湊･誕生寺

　西方面：太海･天面　
　北方面：長狭学園･曽呂公民館

＜よくある質問＞
①週何回利用できますか？
　�要支援1の方で週1回。要支援
2もしくは要介護の方で週2回
を目安にしています。

②�他のデイケア(通所リハ)に通っ
ていても利用できますか？

　�基本的にご利用いただけませ
ん。ケアマネジャーにご相談く
ださい。

③�他のデイサービス(通所介護)
と一緒に利用できますか？

　�併用は可能です。リハビリだけ
をもっと実施したいという方が
適応になりますので，ケアマネ
ジャーにご相談ください。

④�自分で車を運転していっても良
いですか？

　�ご利用者自身での車両運転によ
る来所も可能です。お気軽にご
相談ください。

⑤�鴨川市外からでも利用できます
か？

　�利用可能です。ただし，送迎範
囲外となりますので，ご家族も
しくはご利用者自身での来所と
なります。

＜ご利用方法＞　04-7093-7711 
　受付時間　�8：30〜17：30（日曜・祝

日，年末年始除く） 
　まずお電話でお気軽にご相談くだ
さい。ご本人やご
家族の希望などを
うかがい，サービス
利用の手続きのご
案内をいたします。

利用時間・料金  
（2019 年 3 月現在）

Q
A
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　ある日のサンセットコースにお邪魔
してみました。
　まずホールで血圧測定や気になっ
ていること，今日の目標などをセラピ
ストが個別に聞き取り，確認作業を行
います。その際必要なのは，「連絡帳」
と「識別キー」。特にご利用者専用の
識別キーには，あらかじめヒアリング
して分類した個別データやリハビリプ
ログラムを読み込ませてあります。リ
ハビリ室へ入ると，まずこの識別キー
を用いて本日の予定などを確認しま

す。早速運動
靴に 履き 替
え，識別キー
で入室します。

　クラスは症状や目的別に「Bird
（バード）」「Rabbit（ラビット）」
「Bear（ベア）」と3クラスあります。
この日の利用者は5名。それぞれバ
イクなどの有酸素トレーニングや，マ
シントレーニング，作業療法などに分
かれてスタートします。
　それぞれのマシンに先ほどの識別
キーを差し込むと，「バイク20分」な
どとメニューが表示されます。機器
の前面にある画面ではテレビ視聴の
ほか，インターネットでユーチューブや
ラジオなど，さまざまなコンテンツが

選べるようになっていますから，ある
人は落語を聞きながら，あるいは好き
な歌手の動画を見ながら，マイペース
で運動を始めます。合間に水分補給
やトイレなどの休憩を入れながら，ト
レーニングメニューをこなしていきま
す。

　トレーニングが終わると，クールダ
ウンもかねて高齢者の虚弱（フレイル）
対策ゼリードリンク(クラッシュタイ
プ)を飲みながら，セラピストととも
に振り返りを行います。一連のコース
を終了すると，家族の迎えや送迎サー
ビスを利用して帰宅します。
　大嶋さんによると，「サンセットコー
スは他の2コースよりも1時間長いた
め，いずれはバーチャルゲーム的な要
素や，花壇の手入れ，パンや料理教室
など生活に関係する要素を取り入れ
ていきたいと思っています」とのこと。
　介護老人保健施設「たいよう」の通
所リハビリは，食事や入浴なども含め
てほぼ1日コースのため，合間にみん
なで一緒に行うレクリエーション，入
浴や食事がありますが，この短時間通
所リハビリテーションは目的(目標)
が明確なため，個々のペースで黙々と

トレーニングに励んでいるという印
象があります。
　マシンやシステムの選定からフロ
アのレイアウトまで任された大嶋さ
んは，「マシンに関しては6回視察し
て『テクノジム』に決めました。アスレ
チックジムなどに採用されているもの
で，識別キーからクラウドにデータが
構築されるため，どこでも自分専用の
メニューが利用できます。いずれは
バーチャルゲームなどの要素もトレー
ニングに取り入れたい」と，構想を話
してくれました。確かに機器のおしゃ
れでカラフルな色合いなどもかっこよ
く，介護保険で行うリハビリ施設とは
思えない環境となっています。

　『OURS baby』は，太陽会と鉄蕉
会が共同で設置する，主に職員のお
子さんを対象とした認可外保育園で
す。姉妹関係にある認定こども園
OURSの教育・保育課程に準じた，
つながりのある教育・保育を展開し
ている点が最大の特長です。

　深刻な待機児童問題の対策のひと
つとして2016年度から認められた新
しい制度で，いわば「会社がつくる保
育園」です。カテゴリで言うと，“認可

ご利用の流れ

企業主導型保育所とは

企業主導型保育所『OURS 
baby（あわーず ベビー）』2F
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外保育施設”に位置づけられますが，
企業のニーズに応じた保育所の柔軟
な設置・運営を助成する制度として，
国から保育所の運営費・整備費の助
成金が出ます。ポイントは下記の４つ。
１．�自治体を通さなくても補助金が

出る
　�本来であれば，基準を満たしていれ
ば自治体は認可を拒むことはでき
ませんが，将来の少子化，保育所余
りを懸念したり，周辺住民の反対運
動等で認可保育所の建設が難航し
ていたりと，なかなか開園ができな
いケースがありました。その点企
業主導型保育所はそういった自治
体とのやり取りを省略でき，かつ認
可保育所なみの助成金が国から出
るということで，待機児童対策の切
り札として登場しました。

２．�子どもを預ける保護者の多様な
働き方に対応できる

　�企業によって，従業員の働き方は
様々で，地域の認可保育所ではカ
バーしきれない部分が多くありま
す。しかし企業主導型保育所であ
れば，遅い時間までの延長保育や
夜間保育，休日保育など，柔軟に対
応できるのが特徴的です。また，
病児保育や一時預かりを行う場合
は，施設の整備費が加算されます。

３．�複数の企業の共同設置や地域の
子どもの受け入れもOK

　�『OURS baby』のように，地域の
複数の企業が共同で保育所を作る
ことができます。しかも任意で他
の企業や地域のお子さんを受け入
れることもOK。地域の実情に応じ
て，かなり柔軟な運営ができます。

４．�利用者と施設の直接契約
　�『OURS』の申し込み先は自治体に
なりますが，『OURS baby』は，施

設の設置者と直接契約をします。
つまり就労要件などを満たせば，自
治体の認定なしで，認可保育所並の
保育料で利用することができます。

　清宮悦子園長
は，「一番人の手
を必要とする時期
の幼い子どもたち
は，見るもの聞く
もの，出会うもの
すべてが“初めて”のことばかりです。
そんな子どもたちの“初めて”を，愛
情あふれる温かい手で大切に育み，
遊びと生活の中で，子どもの安心と自
己肯定感を育んでいきたい。また，働
きながら子育てをする保護者の良き
パートナーとして，子どもたちの健や
かな成長を共に支えていきます」と話
してくれました。
　子どもたちの無限の可能性を
育むとする園の理念やビジョンは
『OURS』と 同 様，「Challenge」
「Global」「Love」の3つのコンセプ
トをもとに，お子さまの無限の可能性
を育てます。
　また保育ビジョンも，遊びの体
験から心を育てる 以下の6つの

edutainment（楽習）を掲げています。
　遊びの基地：冒険心

　体育プレイング：挑戦心

　立腰教育：自立心

　サイエンス：イマジネーション

　表現遊び：自尊心

　音楽遊び：協調心

　建物の外観も『OURS』と同様オー
ストリアの芸術家フンデルトヴァッ
サー風に作られていますが，床暖房な

どの装備や，室内やトイレの色合いや
機能なども，子どもたちが将来違和
感なく『OURS』の施設に溶け込める
よう配慮されています。また，さまざ
まなイベントも『OURS』と連携し，体
験や経験をなるべく共有できるよう
最大限配慮されています。少し違う
ところといえば，1階の庭に下りると
『サン デイケア』でトレーニングに励
むご利用者と交流を図れるところで
しょうか。
　防災訓練も『OURS』同様毎月実施
されていますが，1月17日(木)には，
初となる「Sun OURS」合同の避難訓
練も行われました。

『OURS baby』の
目指すもの
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・施設受け入れ可能数　合計114名
　0歳児：42名　1歳児：48名
　2歳児：24名　　
・2019年1月1日現在の利用数
　合計66名
　0歳児：33名　1歳児：28名
　2歳児：5名　
・�スタッフ総数（2019年1月1日付け）
　合計32名
　事務職員：2名　看護師：3名
　給食課：4名　　保育教諭：18名
　保育補助：5名　　　　　　  
　OURS babyもOURS同様，看護
師3名が園児たちの健康をしっかり
サポートしています。インフルエンザ
をはじめ，ノロウイルス，りんご病な
どの警戒時期ということもあり，自宅
からお持ちいただいたお薬の投与や
感染管理，園児の健康意識を高める
指導などを行っています。看護師さ
んの存在は園児や保護者の皆さまに
とってもうれしいことですが，やはり
保育教諭などスタッフにとって大きな
「安心」につながっているそうです。

☆汚物室の設置
　抵抗力が低い乳児の感染拡大を防
ぐために，汚物室を設置しました。感
染性が疑われる症状（嘔吐や下痢な

ど）のあるお
子さんの処
置をしたり，
汚物を衛生
的に管理で

きます。
☆配膳室に小型リフトを設置

　 厨 房が１
階にあるた
め，2階の配
膳室との連
絡に小荷物

専用昇降機（リフト）が設置されてい
ます。インターフォン通話も行えるの
で，アレルギー食の確認などのやり取
りがスムーズにできます。
☆園庭

　１階サン
デイケアの
庭 先 と，太
陽会本部が
オフィスを構

える3階テラスに，L字型のOURS 
baby専用の園庭があります。建物の
特性上セキュリティが保持され，かつ
解放感にあふれたオープンエアに人
工芝が敷き詰められているため，夏の
プール遊びなど，今からみんな楽しみ
にしています！
　「日本一子育てしやすい町鴨川」

に向け，町づくりの中核となるべく
『OURS』同様，『OURS baby』にも
子どもたちの歓声が響いていました。

　『OURS baby』は365日，朝7時
から夜8時まで延長料金なしで，大切
なお子さまの受け入れをしています。
また『Sun Daycare』は，少しでも元
気になりたい，家族のためにも元気で
いたいという方のために，“リハビリの
空白を埋める 新しい選択肢”を掲げ
て利用者を受け入れています。
　太陽のSunと，OURSをくっつけて
名付けられた複合施設『Sun OURS』
は，いったん職場の前線に立ったら
一切の心配事なく全力で仕事に向き
合ってもらうための，子育て世代，働き
世代をサポートするための機能を備え
た施設だということがわかります。取
材を通して，未来につなげる“町づくり”
に必要なこととは一体何なのだろうと
考えることができました。
　もう少しで平成の時代が終わりま
す。2019年はどんな年になるので
しょうか。こんな時代だからこそ，周
囲に灯台のような希望の光を投じ続
ける存在は貴重だと思います。

『OURS baby』の概要

さらに進化した点

おわりに

（保健室にて，検食中の園長と）
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１
月
に
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
の
胃
が
ん
が

11
月
に
は
＂
緩
解
し
て
い
る
〟
ま

で
に
な
っ
た

長
谷
川

 

出
会
い

山
崎

１　
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
の
胃
が
ん
と
診
断
さ
れ
落
ち
込
む

　
一
昨
年
暮
れ
あ
た
り
か
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
後
に
疲

れ
が
た
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
朝
起
き
る
と
お
腹

に
違
和
感
が
あ
っ
た
の
で
1
月
初
旬
に
検
査
を
受

け
、
胃
が
ん
・
数
セ
ン
チ
、
リ
ン
パ
節
へ
の
転
移
、

肝
臓
転
移
が
確
認
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
の
胃
が
ん

と
診
断
さ
れ
た
。
手
術
は
で
き
ず
抗
が
ん
剤
に
よ

る
延
命
治
療
で
、
余
命
は
平
均
14
か
月
と
言
わ
れ

大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。

２　
食
生
活
・
睡
眠
等
を
見
直
し
、
化
学
療
法
で
が

ん
細
胞
が
消
え
、
手
術
で
き
る
ま
で
に
改
善
し
た

　
食
事
を
見
直
す
、
睡
眠
時
間
を
増
や
す
、
運
動

量
を
半
分
に
減
ら
す
等
を
実
施
し
、
抗
が
ん
剤
治

療
2
ク
ー
ル
後
の
3
月
の
検
査
で
、
胃
が
ん
・
リ

ン
パ
節
転
移
・
肝
臓
転
移
が
半
分
程
度
に
小
さ
く

な
っ
た
。
6
月
の
検
査
で
、
リ
ン
パ
節
転
移
・
肝

臓
転
移
は
判
ら
な
く
な
っ
た
。
7
月
の
別
の
病
院

の
診
察
で
、
①
胃
は
3
分
の
2
の
切
除
手
術
が
で

き
る
、
②
肝
臓
の
転
移
は
2
個
残
っ
て
い
る
が
手

術
が
で
き
る
と
言
わ
れ
た
。
8
月
に
は
肝
臓
へ
の

転
移
も
全
て
消
え
た
と
診
断
さ
れ
、
担
当
医
か
ら

手
術
に
よ
る
リ
ス
ク
の
説
明
が
あ
り
、
あ
え
て
手

術
を
す
る
必
要
性
は
な
い
意
見
と
手
術
す
る
意
見

と
二
つ
に
分
か
れ
た
の
で
患
者
の
意
見
を
聞
き
ま

す
と
言
わ
れ
た
。

３　
が
ん
細
胞
が
全
て
消
え
た
が
手
術
せ
ず
、
抗

が
ん
剤
治
療
継
続
で
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
た

　

良
く
な
っ
た
ら
手
術
す
る
と
決
め
て
い
た
が
、

も
し
も
の
場
合
は
Ａ
病
院
で
手
術
し
ま
す
と
言
っ

て
い
た
だ
け
た
の
で
、
手
術
せ
ず
抗
が
ん
剤
投
与

で
経
過
観
察
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
3
か
月
経

過
後
の
11
月
9
日
Ｃ
Ｔ
検
査
、
19
日
の
血
液
検
査

は
、
改
善
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、〝
緩
解

し
て
い
ま
す
〟
と
担
当
医
に
言
わ
れ
、安
心
し
た
。

　
膀
胱
が
ん
の
手
術
1
年
後
に
永
続
性
浮
腫
が
突

然
出
ま
し
た
。
あ
っ
と
言
う
間
に
左
右
差
が
15
㎝

に
も
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
探
し
て
み
ま
し
た

が
、対
応
し
て
く
れ
る
病
院
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
、
Ｓ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
亀
田
総
合
病
院
の

理
学
療
法
士
さ
ん
と
出
会
い
ま
し
た
。「
う
ち
の

緩
和
ケ
ア
で
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
ま
す
よ
」

と
教
え
て
く
だ
さ
り
、
早
速
受
診
し
ま
し
た
。
す

ぐ
に
対
処
し
て
く
だ
さ
り
、マ
ッ
サ
ー
ジ
、ス
ト
ッ

キ
ン
グ
等
指
導
し
て
も
ら
い
、
ま
た
手
術
が
で
き

る
事
も
知
り
ま
し
た
。

　
15
㎝
あ
っ
た
左
右
差
も
今
で
は
5
㎝
程
に
な

り
、
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
も
し
、
こ
の
出
会

い
が
な
け
れ
ば
、
今
頃
、
ゾ
ウ
の
足
に
な
っ
て
い

た
か
も
…
。
良
い
出
会
い
は
良
い
治
療
、
良
い
結

果
に
つ
な
が
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
出
会
い
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

volunteer

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
報
告

私
た
ち
は
「
菜
の
花
会
」
と
し
て
、
希
少
疾
患

で
あ
る
腹
膜
偽
粘
液
腫
の
第
１
回
勉
強
会
を
２
０

１
３
年
12
月
に
開
き
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
希

少
が
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
が
り
情
報
を
以
前
よ

り
得
る
こ
と
も
容
易
に
な
っ
た
た
め
、
今
年
度
の

３
月
で
会
の
活
動
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
は
、
患
者
会

員
の
体
験
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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1月16日（水）午後1時より，Ｋタワー13

階ホライゾンホールで院内成人式が行わ

れ，1998年4月2日から1999年4月1日生

まれの対象者22名のうち，19名が出席し

ました。

式には亀田隆明理事長はじめ，ジョン・

C・ウォーカー顧問，丸山祝子看護部長や

多島一嘉人事部長が出席し，新成人の門出

を祝し，「これからは，自分で考えて自分で行動し

ていけるようになっていってほしい」「人生100年

と言われている中で皆さんは，あと80年ある。命

さえあれば何でもできる。自分を大切に，他人を

大切にして豊かな人生になるよう頑張っていって

ほしい」といったお祝いの言葉を贈りました。

また出席者からは，「院内で成人のお祝いをして

いただいて，うれしく思う」「責任感を更に持って，

両親に感謝して過ごしていきたい」といった声が

聞かれました。

国際的な医療機能評価機構として，医療の質

と患者の安全の取り組みを評価し，認証するJCI

（Joint Commission International）。当院は日本

で初めて2009年にJCIの認証を取得し，このたび

3度目の更新審査を行うため，11月26日（月）から

12月1日（土）までの5日間にわたり，国際的な審査

チームより医師や看護師といった職種の審査員が

4名来日しました。

審査員は亀田総合病院や亀田クリニックのほ

か，2015年7月にJCIの認証を取得した亀田京橋ク

リニックの初めての更新審査や，今回初めての審

査となる亀田リハビリテーション病院を，感染管

理・医療安全などといった観点から厳しくチェッ

クしました。当院品質管理部を中心に，現場担当

者が万全の準備を進めていたこともあり，無事認

証を継続・取得することができました。

シルバ ペレス

部 長 は，「ほ っ

としましたが，

3年に一度の大

イベントを終え

た と 安 心 し な

いで，常に医療

の 質 の 向 上 を

目指していきた

いです」と笑顔

で語っていまし

た。

JCI更新審査をクリア

院内成人式
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2017年2月より改修工事を行っていた亀田森の

里病院で，外来棟のリニューアルが終了したため，

2018年12月16日(日)，お披露目も兼ねた記念イ

ベント『健康フェア』が開催されました。

当日は，医療法人鉄蕉会リハビリテーション事

業管理部の村永信吾部長をはじめとしたリハビリ

チームによる歩行年齢測定会「てんとう虫テスト」

が行われ，「足の測定と相談」や骨量，血管年齢，口

腔細菌など健康に関する無料の健康チェックや相

談が行われました。その他ミニレクチャーなど盛

りだくさんのメニューで，地域の皆さま方や患者

さま約100人にご来場いただき大変盛り上がりま

した。

また，外来棟2階ではじまったデイケアセンター

を体験していただくコーナーでは，通所リハビリ

室に導入された話題の「認知症予防マシン」ほか各

種トレーニングマシンで運動機能の測定も行わ

れ，皆さん積極的にチャレンジしていました。

同時に，かつてリハビリテーションを行ってい

たドームは，神奈川県内初となる病院敷地内院外

薬局が新規開業し，お薬相談やお食事相談，お子さ

ま限定のお仕事体験等のイベントでにぎわいまし

た。

2018年12月15日（土）午後2時より，亀田総合

病院Kタワー6階スタッフラウンジを模擬出火場

所に想定した秋季防災避難訓練が行われました。

当院では，万一の災害に備え，年2回，消防法に

定められている火災を想定した防災避難訓練を実

施しています。訓練は模擬出火場所や訓

練実施時間をあらかじめ公表しない形式

で行われ，火災の発見から連絡，通報，初

期消火，避難，誘導など火災発生時の対

応について一連の流れを確認しました。

また，避難訓練終了後には，A棟１階

ピロティにて消火器と消火栓を用いた初

期消火訓練も行われました。参加した職員たちは

消火器・消火栓の使い方に戸惑いながら積極的に

訓練に取り組み，万一の事態に備えた秋の防災避

難訓練は，141人の職員が参加し滞りなく終了しま

した。

亀田森の里病院でリニューアル記念イベントを開催

防災避難訓練を実施

病棟
・一般病棟
・地域包括ケア病棟

外来棟
・外来診察
・健診センター

内視鏡センター

薬局

検査棟

ピロティ MR室
院外薬局
クオール

入院棟

地域包括ケア病床

手術室

診察室・リハ室・デイケア・在宅

救急・診察室

県道603号

敷地配置図

院外薬局

1階 受付

2階 デイケア
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　2002年に施行された身体障害者補助犬法では，

盲導犬・介助犬・聴導犬といった補助犬の同伴の

受け入れをあらゆる施設で義務づけています。当

院でも以前より補助犬の受け入れを行っています

が，医療機関の中には感染管理などの問題から補助

犬の受け入れをためらう施設もあるといいます。

　そこで，2018年12月11日（火）『医療者向け視覚

障害サポート・盲導犬受け入れセミナー』を行いま

した。亀田グループの医療・介護従事者ほか，院内

サービス施設のスタッフ60人が受講し，視覚障害

サポートのあり方や補助犬への理解を深めました。

　セミナーの前半では，公益財団法人「日本盲導犬

協会」普及推進部 リーダーの安保美佳様，同神奈川

訓練センター センター長の山口義之様より盲導犬

に関する基礎知識から衛生面や排泄の問題まで実

演 を 交 え て

幅広く教えて

いただきまし

た。後半では，

盲 導 犬 ユ ー

ザーで視覚障

害を持つ碇谷

純子様より病

院にかかった際に「困ったな」と感じた事などを具

体的な事例を挙げてお話しいただきました。

　セミナーを終え，受講者からは「これからは盲導

犬を連れた方にきちんと対応できると思う」「視覚

障がいを持つ方への声掛けのコツが分かった。次

は自信を持って声掛けをしたい」などの感想が聞か

れました。

　亀田グループの学校法人鉄蕉館（亀田省吾理事

長）は，昨年11月6日付けで文部科学省より大学院

設置が認可されたことを受け，2019年4月，亀田医

療大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）

を開学いたします。

　同法人では，2012年に「亀田医療大学」（橋本裕二

学長）を開学し，あらゆるヘルスケアニーズに応え

る専門職業人としての技能や知識と，豊かな人間性

をあわせ持つ「看護のプロフェッショナル」の育成

に取り組んできました。この3月末をもって319人

の看護師を世に輩出する同大では，キャリアアップ

を目指す看護師を支援しようと数年前から大学院

の開設準備を進めてきました。

　新たに設ける亀田医療大学大学院看護学研究科

看護学専攻（修士課程）は1学年定員10名で，看護

管理学，実践看護学，ウィメンズヘルス・助産学の

3領域で構成。各領域では看護学の発展及び看護・

医療の質の向上を念頭に置いた教育・研究能力を

有する看護実践者の育成を目指します。

　看護管理学領域では，日本看護協会が実施する認

定看護管理者審査申請と筆記試験の受験資格を取

得することが可能です。実践看護学領域では，成人

看護，精神保健看護，小児看護，在宅看護の分野を

設置します。ウィメンズヘルス・助産学領域では，

2年間のフルタイム就学で助産師国家試験受験資格

を取得することができます。

　また，当大学院は看護専門職が生涯を通して学び

続けられる拠点になることを目指すため，臨地現場

に就労し，活躍中の社会人が働きながら学べるよう

昼夜開講制や長期履修制度を導入しています。長

期履修制度を利用する学生（社会人学生）は，4年以

内の修業年限を申し出て認められた場合，授業料等

は所定の2年分を修業期間で分納することが可能と

なります。さらに，厚生労働省の教育訓練講座制度＊

（一般教育訓練）の対象講座としても認定を申請中

です。

　なお，キャンパスは，既設看護学部のある横渚

キャンパスと同法人が保有する亀田医療技術専門

学校の一部を東町キャンパスとして活用します。

　学校法人鉄蕉館では，今後とも亀田グループが有

する施設や人的資源を最大限活用し，基礎教育から

キャリアアップ教育まで幅広く，質の高い看護教育

を通じて学生一人一人が自らの目標を達成できる

よう，支援を行います。

＊�一定の条件を満たす対象者が，課程を修了した場合，本人が
教育訓練施設に支払った経費の一部（上限あり）を公共職業
安定所より支給される給付金制度です。

盲導犬受け入れセミナーを開催

盲導犬のハーネスを外し，特別な許可をい
ただき犬に触れています。仕事中の盲導犬
には触らないようにしてください。

働きながら通える大学院を今春開学
亀田医療大学大学院看護学研究科

学校法人鉄蕉館
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気に な る
ワ ード

医療の

今
号
は
…

【6】

Q.�

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
と
言
わ
れ
る
食
品
に

は
、 

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

Q.�

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
だ
け
食
べ
て
い
れ
ば

健
康
に
な
れ
る
の
？

Q.�

そ
も
そ
も「
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
」っ
て

な
に
？

今
号
は
…

美
容
と
健
康
に
敏
感
な
海
外
セ
レ
ブ
の
間
で
２
０
０
０
年
頃
人
気
に
火
が
つ

き
、
日
本
で
も
話
題
の「
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
」。
最
近
は
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
で
も
、
ア
サ
イ
ー
や
チ
ア
シ
ー
ド
な
ど
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
を
使
っ
た
商
品
を

よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
と

は
一
体
ど
ん
な
食
品
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド

栄
養
管
理
室

髙
橋 

し
ほ
り 

管
理
栄
養
士

回
答
者

A.

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
の
始
ま
り
は
、
１
９
８
０
年
代
頃

の
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
で
、
食
事
療
法
を
研
究
す
る

医
師
や
専
門
家
の
間
で
、
一
般
の
食
品
よ
り
必
須
栄

養
素
や
健
康
成
分
を
多
く
含
む
、
主
に
植
物
由
来
の

食
品
を
指
し
て「
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
」と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。

　

 �

日
本
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
協
会
で
は
、
以
下
の
よ
う
に

「
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
」を
定
義
づ
け
て
い
ま
す
。

 　
①� �

栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
、
一
般
的
な
食
品
よ
り
栄

養
価
が
高
い
食
品
で
あ
る
こ
と
。
あ
る
い
は
、
あ

る
一
部
の
栄
養
・
健
康
成
分
が
突
出
し
て
多
く
含

ま
れ
る
食
品
で
あ
る
こ
と

　 

②� �

一
般
的
な
食
品
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
中
間
に
く
る

よ
う
な
存
在
で
、 

料
理
の
食
材
と
し
て
の
用
途
と

健
康
食
品
と
し
て
の
用
途
を
あ
わ
せ
も
つ

【参考資料】：一般社団法人日本スーパーフード協会（http://www.superfoods .or.j p/）

A.

日
本
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
協
会
が
特
に
推
奨
し
て
い
る

食
品
に
、
ス
ピ
ル
リ
ナ
・
マ
カ
・
ク
コ
の
実（
ゴ
ジ

ベ
リ
ー
）・
カ
カ
オ
・
チ
ア
シ
ー
ド
・
コ
コ
ナ
ッ
ツ
・

ア
サ
イ
ー
・
カ
ム
カ
ム
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
ス
ー
パ
ー

ス
プ
ラ
ウ
ト
・
麻
の
実（
ヘ
ン
プ
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

 

例
え
ば「
ア
サ
イ
ー
」は
、
鉄
分
、
食
物
繊
維
、
カ
ル

シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
を
多
く
含
み
、
特
に
抗
酸
化

作
用
の
あ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
が
豊
富
で
す
。
ま
た

薬
膳
食
材
と
し
て
も
知
ら
れ
る「
ク
コ
の
実
」に
は
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
た
ん
ぱ
く
質
の
他
、
美
肌

に
も
良
い
β-

カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

 　
そ
の
他
に
、
納
豆
・
玄
米
・
み
そ
・
ひ
じ
き
・
昆
布
・

梅
干
し
・
緑
茶
な
ど
、
日
本
人
が
昔
か
ら
口
に
し
て

き
た
食
品
の
中
に
も
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

A.

そ
れ
ぞ
れ
の
食
品
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
は
異
な
り
、

い
く
ら
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
と
い
え
ど
、
そ
れ
を
食
べ

た
だ
け
で
急
に
健
康
に
な
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

 

ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・

必
須
ア
ミ
ノ
酸
・
必
須
脂
肪
酸
・
食
物
繊
維
な
ど
、

体
に
必
要
な
栄
養
素
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
主
に
体
の
調
子
を
整
え
る
役
割
を
す
る
も

の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
生
命
維
持
や
新
陳
代
謝
の

主
材
料
と
し
て
最
も
重
要
な
役
割
を
す
る「
三
大
栄

養
素
」（
炭
水
化
物
・
た
ん
ぱ
く
質
・
脂
質
）を
適
正

量
補
う
こ
と
は
、
ス
ー
パ
ー
フ
ー
ド
の
み
で
は
困
難

で
す
。

 　
１
日
３
食
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
た
上
で
、
ど
う

し
て
も
不
足
し
が
ち
な
栄
養
を
補
う
た
め
の
補
助
的

な
食
品
と
し
て
取
り
入
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
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外
国
に
医
師
、薬
剤
師
、歯
科

医
師
、看
護
師
と
し
て
留
学
し

て
み
た
い
、そ
ん
な
夢
を
持
つ
医

療
関
係
者
は
多
い
の
で
は
な
い

か
。若
い
方
が
、海
外
に
留
学
す

る
、そ
ん
な
時
に
参
考
に
な
る

本
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
、こ
の

本
を
推
薦
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

２
０
０
２
年
の
発
行
で
、す
こ
し

古
い
情
報
で
す
。

著
書
の
中
で
、
亀
田
総
合
病

院
神
経
内
科
部
長 

西
野
洋
先
生

（
２
０
０
２
年
当
時
）
の
す
ぐ
れ

た
内
科
総
合
医
を
育
て
る
た
め

に
：
ア
メ
リ
カ
の
メ
イ
ヨ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク（
ア
メ
リ
カ
の
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
）で
の
体
験

談
や
、
内
科
総
合
医
養
成
の
初

期
・
後
期
研
修
医
の
教
育
に
つ
い

て
の
紹
介
が
あ
り
ま
す
。

看
護
師
と
し
て
は
、
ア
メ
リ

カ
のC

ity of H
ope N

ational 
M

edical C
enter

でPediatric 
N

urse Practitioner
（
小
児
専

門
Ｎ
Ｐ
Ｒ
、
以
下
Ｐ
Ｎ
Ｐ
）と
し

て
、医
師
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
み
、

医
師
の
監
視
下
で
患
者
さ
ま
の

治
療
方
針
の
決
定
、
診
察
、
看
護

師
へ
の
指
示
、
抗
が
ん
剤
の
オ
ー

ダ
ー
な
ど
Ｐ
Ｎ
Ｐ
が
行
う
業
務

に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま
す
。
著

書
の
中
で
は
、
他
に
短
期
研
修
留

学
の
医
師
の
経
験
談
な
ど
も
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
で
の
専
門
医
に
な

ら
れ
、
帰
国
後
、
日
本
で
ど
の
よ

う
に
、
留
学
で
の
知
識
を
広
め
る

か
、
日
本
の
制
度
や
規
制
な
ど
で

ご
苦
労
さ
れ
た
先
生
方
の
奮
闘

記
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
医
学
医
療
交
流
財
団

（JAN
AM

EF

）の
助
成
、
米
国
・

カ
ナ
ダ
他　

研
修
助
成
も
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。JAN

AM
EF

に
つ
い
て（
２
０
１
８
年
現
在
）

h
ttp

://jan
am

ef.jp
/　

日
米
医
学
医
療
交
流
財
団
は
、

医
療
・
看
護
そ
の
他
医
療
従
事
者

の
た
め
の
国
際
交
流
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に
６
０
０

名
を
超
え
る
方
々
の
留
学
助
成

を
行
い
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
は

じ
め
と
す
る
北
米
を
中
心
に
、
欧

州
、
ア
ジ
ア
圏
に
お
い
て
も
留
学

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
国
立
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
あ
る
大
学
の
看
護
学
部
に

編
入
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
看
護
学

士
と
看
護
師
免
許
を

２
０
０
７

年
に
取
得
し
ま
し
た
。
英
語
も
大

変
で
し
た
が
、
実
習
で
は
、
10
時

15
時
にTea Tim

e

で
紅
茶
を
飲

み
ゆ
っ
た
り
。
心
臓
外
科
の
病
院

実
習
で
は
、
看
護
師
が
胸
腔
ド

レ
ー
ン
を
抜
く
。
病
児
の
リ
ハ
ビ

リ
の
為
、プ
ー
ル
で
一
緒
に
泳
ぐ
、

精
神
科
で
は
郊
外
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
日
本

で
は
体
験
の
出
来
な
い
実
習
を

体
験
し
ま
し
た
。
外
国
で
の
生
活

や
病
院
で
の
体
験
は
、
最
高
に
楽

し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
留
学
を
考
え
て
い
る

方
々
へ
、
外
国
で
働
く
に
は
、
複

雑
な
ビ
ザ
の
申
請
が
あ
り
ま
す
。

移
民
と
し
て
、
永
住
権
が
認
め

ら
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
永
住
権

が
取
得
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
医
療
者
の
免
許
も
、
取

得
後
各
州
の
卒
後
講
習
を
毎
年

受
講
し
な
け
れ
ば
、
免
許
が
更

新
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
留
学
に
は
、
多
額
の
費
用

も
か
か
り
ま
す
。
大
学
に
附
属
の

語
学
学
校
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、

高
額
で
す
。
日
本
を
出
る
前
に
無

料
の
教
会
の
英
会
話
や
、
学
内
で

の
無
料
英
会
話
を
お
勧
め
し
ま

す
。
夢
を
抱
き
、
世
界
に
い
っ
て

み
る
。
楽
し
く
苦
し
い
世
界
で
す

が
、
一
度
体
験
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

（
犬
屋
）

『シリーズ日米医学交流◆2002
アメリカ・カナダ
 医歯薬・看護留学へのパスポート』
財団法人 日米医学医療交流財団：編
はる書房／2,052円〔税込〕
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第 20回 笑ってタえて！

「
笑
っ
て
コ
ラ
え
て
！
」と
い
う
番
組
が
好
き

だ
。
司
会
の
所
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
の
軽
快
な
ト
ー

ク
や
、
各
地
を
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
訪
ね
る

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
毎
回
楽
し
く
て
夢
中
に
な
っ

て
見
て
し
ま
う
。
で
も
一
番
好
き
な
の
は
、
番

組
ス
タ
ッ
フ
が
ダ
ー
ツ
に
よ
っ
て
無
作
為
に
選

ば
れ
た
地
域
を
訪
れ
、
地
元
の
方
と
触
れ
合
う

「
日
本
列
島
ダ
ー
ツ
の
旅
」の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

そ
の
地
域
で
最
初
に
出
会
っ
た
方
を「
第
一
村

人
」と
呼
び
、
そ
の
方
を
皮
切
り
に
地
域
の
い
い

と
こ
ろ
を
ど
ん
ど
ん
聞
い
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
だ

が
、
出
演
さ
れ
る
皆
様
が
一
般
の
方
と
は
思
え

な
い
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
方
ば
か
り
で
、
見
て
い

て
家
族
全
員
が
笑
顔
に
な
れ
る
番
組
で
あ
る
。

さ
て
、
我
ら
が
室
長
は
日
本
で
は
じ
め
て
の

医
療
専
門
広
報
の
室
長
で
あ
る
。
平
日
は
バ
リ

バ
リ
と
仕
事
を
こ
な
し
、
休
日
は
時
々
畑
を
耕

し
て
い
る
。
け
れ
ど
も「
田
舎
者
」と
馬
鹿
に
さ

れ
る
こ
と
に
対
し
て
は
人
一
倍
に
敏
感
で
あ
る
。

そ
ん
な
室
長
の
こ
と
だ
か
ら
、「
日
本
列
島
ダ
ー

ツ
の
旅
」は
さ
ぞ
か
し
嫌
い
だ
と
思
っ
た
が
、
意

外
に
も
大
変
好
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い

わ
く「
み
ー
ん
な
自
分
の
と
こ
ろ
は
田
舎
じ
ゃ
ね

え
、
他
に
も
っ
と
へ
き
地
が
あ
る
と
思
っ
て
る

と
こ
ろ
が
お
も
し
れ
ぇ
」と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

確
か
に
か
く
い
う
ご
本
人
も「
鴨
川
や
館
山
に
は

所
さ
ん
は
こ
ね
ぇ
だ
ろ
」と
言
っ
て
い
た
気
が
す

る
。

番
組
自
体
は
楽
し
い
の
だ
が
、
困
る
の
は
安

易
に
番
組
の
マ
ネ
を
す
る
一
般
人
で
あ
る
。
少

し
前
の
霧
の
濃
い
早
朝
の
話
で
あ
る
。
私
が
い

つ
も
の
よ
う
に
イ
ン
グ
レ
ス（
※
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を

使
っ
た
位
置
情
報
ア
プ
リ
ゲ
ー
ム
）に
勤
し
ん
で

い
た
と
こ
ろ
、
霧
の
中
か
ら
突
然
見
た
事
の
無

い
中
年
女
性
が
現
れ「
あ
な
た
こ
こ
の
人
？
」と

聞
か
れ
た
。「
は
あ
、
そ
う
で
す
け
ど
…
」と
あ

い
ま
い
に
微
笑
ん
で
答
え
た
と
こ
ろ
、
霧
の
中

か
ら
わ
ら
わ
ら
と
人
が
現
れ
た
。
ど
う
や
ら
観

光
バ
ス
が
ト
イ
レ
休
憩
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
に

遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
あ
な
た
、

こ
こ
に
住
ん
で
る
の
？ 

他
に
住
ん
で
る
人
は
い

る
の
？
」「
仕
事
は
？ 

こ
こ
で
何
を
し
て
い
る

の
？
」「
遊
ぶ
場
所
は
？
」と
次
か
ら
次
へ
と
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
を
起
こ
し
た
芸
能
人
へ
取
材
す
る

マ
ス
コ
ミ
ば
り
の
質
問
攻
め
で
あ
る
。
遠
く
に

見
え
る
ピ
ン
ク
色
の
建
物
を
指
さ
し「
あ
ち
ら
が

亀
田
総
合
病
院
で
し
て
、
テ
レ
ビ
で
ご
覧
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
」と
説
明

し
よ
う
と
し
た
が
、「
こ
こ
は
ど
ん
な
食
べ
物
が

お
い
し
い
の
？
」と
こ
ち
ら
の
話
に
は
ま
っ
た
く

興
味
は
な
い
ご
様
子
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
私
は
は
た
と
気
づ
い
た
。
今
私
が
こ

の
人
た
ち
に
と
っ
て「
第
一
村
人
」で
あ
り
、
今

彼
ら
は「
第
一
村
人
発
見
！
」と
思
っ
て
質
問
し

て
い
る
の
だ
と
…
！

観
光
バ
ス
の
皆
様
は
さ
ん
ざ
ん
質
問
を
す
る

と「
集
合
時
間
だ
わ
！
」の
掛
け
声
と
と
も
に
来

た
と
き
同
様
突
然
去
っ
て
行
っ
た
。
今
だ
に
あ

れ
が
本
当
に
観
光
客
だ
っ
た
の
か
、
観
光
客
だ

と
し
た
ら
な
ぜ
早
朝
、
こ
ん
な
場
所
で
ト
イ
レ

休
憩
を
し
て
い
た
の
か
、
謎
で
あ
る
。
で
も
た

と
え
ど
こ
か
都
会
か
ら
の
観
光
客
で
も
、
火
星

か
ら
の
地
球
見
学
ツ
ア
ー
の
ご
一
行
だ
っ
た
と

し
て
も「
こ
こ
に
人
は
住
ん
で
る
の
？
」と
い
う

質
問
は
今
振
り
返
っ
て
み
て
も
あ
ん
ま
り
だ
な

あ
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

皆
様
も
も
し
地
方
に
お
で
か
け
に
な
っ
て
、

第
一
村
人
を
発
見
し
た
ら
、「
笑
っ
て
コ
ラ
え

て
！
」の
ス
タ
ッ
フ
で
な
い
限
り
、
で
き
れ
ば

そ
っ
と
し
て
あ
げ
て
い
て
ほ
し
い
。
話
し
か
け

た
い
場
合
は
シ
ャ
イ
な
相
手
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
前
提
で
、
優
し
い
声
で
な
る
べ
く
天
気
な

ど
、
個
人
的
で
な
い
質
問
か
ら
入
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。
で
も
な
ん
だ
か
ん
だ
い
っ
て
、

い
つ
か
ダ
ー
ツ
が
鴨
川
市
に
あ
た
ら
な
い
か
な

あ
と「
笑
っ
て
コ
ラ
え
て
！
」を
見
な
が
ら
思
う

私
で
あ
っ
た
。
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